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障害者サービスに関する研修会について 
 
西尾純子† 
NISHIO Junko 
 
 
１．はじめに 
2013 年 6 月、「障害を理由とする差別の
解消の推進に関する法律」（略称：障害者差
別解消法）が制定され 1)、2016年 4月に施
行される。その他の国内法を整備し、2014
年 1 月、日本は「障害者の権利に関する条
約」（略称：障害者権利条約）の批准に至っ
た 2)。 
 従来より、図書館における障害者サービ
スに関する研修会は行われてきたが、この
ような背景から、近年より多くの研修会が
開催されるようになった。 
 筆者は、これまで実際に様々な障害を持
つ学生と接する機会があった。図書館情報
学担当者として工夫を重ねながら授業に取
り組んでおり、障害者サービスにも関心を
寄せている。2015年 2月に大阪府内で実施
された障害者サービスに関する３つの研修
会に参加した。2015年 3月 1日現在、どの
研修会も参加報告がされておらず、本稿で
その簡単な報告を試みる。 
「障害者サービス」の表記には、障碍者、
障がい者、障害者などが用いられているが、
当事者の間でも適切であるかどうかの捉え
方に差があること、また、現在のところ、
法律および日本図書館協会・障害者サービ
ス委員会では障害者と表記していることか
ら、本稿では障害者と記す。後述する研修 
                    
† 龍谷大学文学部 
会の一つの講師である前田章夫氏（日本図
書館協会理事・障害者サービス委員会［関
西］委員長）によると「『社会的な障壁（バ
リア）によって被害を受けている人（者）』
という意味で、『障害者』を使用する。」と
している 3)。 
 
２．研修について 
筆者が参加した障害者サービスに関する
３つの研修会のテーマは次の通りである。
各研修内容については、次項以降に記す。 
１．「国連・障害者権利条約を活かした公共
図書館活動」 
２．「電子絵本（デジタル絵本）の可能性―
みんなが読める本をめざして」 
３．「どうなる！電子書籍のアクセシビリテ
ィ～だれにも使える「本」の実現をめざし
て」 
 
2.1「国連・障害者権利条約を活かした公共
図書館活動」 
2015年 2月 6日、文部科学省・大阪府教
育委員会主催「平成 26年度図書館地区別研
修（近畿地区）」の一部として実施され、図
書館司書以外にも公開された講演である。
講師は、前記の前田章夫氏である。 
前田氏は「国連・障害者権利条約」批准
への日本の取り組みについて言及し、これ
を公共図書館のサービスに活かすには、次
の 3点が必要であるとしている。すなわち、
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「（１）施設・設備・運営ソフトを見直す。
（２）障害の種別、程度による対応の違い
を見直す。（３）障害者の企画・運営への参
画。」である 4)。条約を活かす図書館サービ
スを実施するには、図書館員が障害のある
人々について詳しく知ると共に、図書館を
よく知り信頼してもらえるように働きかけ
ていくことが重要であると述べた。 
 
2.2「電子絵本（デジタル絵本）の可能性―
みんなが読める本をめざして」 
2015 年 2 月 10日、大阪府立中央図書館
主催「大阪府内市町村図書館等対象 障がい
者サービス研修会」で行われた講演である。
障害者サービス担当職員以外にも、大学教
員、図書館関連のボランティアなどが出席
していた。講師は、立命館グローバル・イ
ノベーション研究機構（R-GIRO）専門研
究員の池下花恵氏および植村要氏である。 
池下氏は「アクセシブルな電子絵本とそ
の制作方法」と題して、電子絵本の概要や
制作の仕方について述べた。電子絵本は、
墨字の本にない機能を使って情報を得るこ
とができるため、様々な障害を持つひとが
利用できるという特徴がある。ただし、そ
の利点を活かすためには、電子絵本製作時
に配慮すべき点がある。池下氏が配慮すべ
き点として挙げているのは「読者が、多様
であることを理解する。文章は、画像にし
ない。読者が、絵や文章の情報を利用でき
るようにする。」である 5)。また、完成した
電子絵本のチェックリストとして具体的に
「文章は、画像になっていない。文字サイ
ズは、16ポイント以上である。文章が、絵
と重なっていない。絵を表示するタグには、
画像の代替テキスト属性(alt)や補足的説明
の属性(title)を追加している。」ことを示し
た 6)。 
植村氏は「晴眼者と視覚障害者の出会い
の場としての電子絵本」と題して、自身の
経験を踏まえ、視覚障害者と晴眼者との捉
え方の違いに触れた。視覚障害者にとって
本の媒体については、近年起こったような
「紙の本か電子書籍か」の議論に見られる
ような選択の余地はなく、その人に適した
書籍を入手するためには常に多様な媒体が
必要であると述べた。 
視覚障害者と晴眼者との捉え方の違いに
ついては、具体例として、布の絵本に描か
れた炎や映画『アナと雪の女王』の音声
DAISYを紹介した。炎が描かれるとき、先
が鋭角な三角形になっていることが多いが、
これは炎を見たひとのイメージである。視
覚障害者は、実際には炎に手をかざして温
かさを感じるので、もし形で表すのであれ
ば丸いイメージであると述べた。次に、『ア
ナと雪の女王』の最初のシーンを音声
DAISYで聞かせたが、そのナレーションは
視覚で捉えたものを言葉で表現していた。
例えば「さまざまな形の雪の結晶」という
表現があり、視覚障害者にはどのようなも
のか非常にわかりづらいと思われた。植村
氏は、視覚障害者と晴眼者とでは世界の認
識の仕方に違いがあり、自分の認識と全く
同じ方法では伝わらないことを理解した上
で、双方で話し合いながら電子絵本を作っ
ていかなければ前進はないことを述べた。 
 
2.3「どうなる！電子書籍のアクセシビリテ
ィ～だれにも使える「本」の実現 
2015 年 2 月 19日、近畿視覚障害者情報
サービス研究協議会（近畿視情協）主催「平
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成２６年度 職員研修会」で 3名による講演
が行われた。講師は、専修大学文学部人文・
ジャーナリズム学科教授、専修大学アクセ
シビリティ研究会の植村八潮氏、日本電子
出版協会（JEPA）理事、電子出版制作・流
通協議会ＴＴＳ研究部会長の岡山将也氏、
大阪府立中央図書館、日本図書館協会障害
者サービス委員会の杉田正幸氏の３名であ
る。  
 植村氏は「電子書籍のアクセシビリティ
と図書館サービス－ヒアリング調査の結果
から」と題して、電子書籍のアクセシビリ
ティについてシステムベンダ （ー提供業者）
対象に行ったヒアリング調査について述べ
た。この調査は、公共図書館向けに電子書
籍サービスの開発と提供を行っているシス
テムベンダー5社を対象に2014年に実施し
た調査である 7)。 
植村氏は、その調査結果から、公共図書
館の電子書籍サービスの導入が進まない、
あるいは、導入しても継続しない背景には
「システム等の課題」および「図書館自体
のもつ課題」があると分析している。シス
テム等の課題には、電子書籍は販売契約で
あり、貸出契約ではないため、公共図書館
における電子書籍の貸出条件や契約ルール
を定める必要があるとしている。また、図
書館のシステムは館毎に独自に構築されて
きた経緯があり、各館が独自の方法での運
用を希望するため、電子書籍サービスのシ
ステムを標準化することが難しいとしてい
る。公共図書館自体のもつ課題には、「図書
館法」にはオンライン資料という概念がな
いことを挙げている。 
岡山氏は「アクセシブルな電子書籍
（EPUB/TTS）自動編集のためのシステム
の実例と今後の可能性」と題して、EPUB
のアクセシビリティ、特に自動音声化の研
究について述べた。その研究とは、現在利
用できる音声読み上げ対応可能な電子書籍
において、問題点をできる限り解決できる
ように模索することである。すなわち、音
声ファイル付 EPUB と同等の品質であり、
ファイル容量が少なく、国際あるいは国内
標準となる技術で実装できるものを目指す
としている。また、岡山氏は、アクセシブ
ルな電子書籍を実現するための条件として、
アクセシビリティ対応を図るために様々な
基盤整備および検証が必要であること、出
版社や制作プロダクションが容易に参入で
きるようにツールなどの基盤整備を進めて
いく必要があること、アクセシブルな電子
書籍をデジタル教材などからスタートする
ことを述べた 8)。 
杉田氏は「視覚障害者等の電子書籍の利
用方法とアクセシビリティの現状」と題し
て、購入あるいは図書館が提供できる具体
的な情報を紹介し、自身の経験を踏まえて
電子書籍のアクセシビリティについて述べ
た。すなわち、読み上げ機能がついている
としている端末であっても実は読めないも
のがある、あるいは、電子書籍のフォーマ
ットが異なると読めないなど、視覚障害者
が実際に電子書籍を利用した上での技術的
な問題点を指摘した。 
 
４．おわりに 
 図書館における障害者へのサービスに関
する講演、障害者を含めた皆が読める絵本
や電子書籍のアクセシビリティについての
講演を拝聴して、講師、参加者等の積極的
な考え方や取り組み方は伝わってきたが、 
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筆者は次の２つの点に着目したので述べて
おきたい。 
 第一に「障害を理由とする差別の解消の
推進に関する法律」についてである。合理
的配慮の不提供の禁止については、国・地
方公共団体等は「法的義務」であるのに対
して、民間事業者については「努力義務」
となっていることである。 
公的、私的な機関の違いに配慮した措置
であろうが、これまでの図書館関連の法を
振り返ると、「当面の間・・・」という表現
でなかなか人の配置が進まなかった例があ
る。国内の図書館は公的な機関だけではな
い。積極的に図書館サービスを推進する上
でも何らかの方策が必要ではなかろうか。 
 第二に、これから先の EPUB3と DAISY
の仕様についてである。電子書籍の閲覧に
おけるアクセシビリティ要求の高まりを受
けて、電子書籍のオープンな国際規格であ
るEPUB3はDAISYの仕様を包含するもの
となったが、今後版を重ねた場合、どのよ
うな広がりを見せるのであろうか。 
折しも、2 月 26 日～27 日、米国アリゾ
ナ州フェニックスで EDUPUB サミットが
開催されており、EPUB3.1の開発計画が発
表された。これは国際電子出版フォーラム
（IDPF）のMarkus Gylling氏が発表した
ものである 9）。盛り込むべき仕様のヒアリ
ングを 3月から 4月にかけて行い、11月に
は計画をまとめる予定であるとしており、
EPUB3.1 の主な論点は音声読み上げや共
通 DRMへの対応などが予想される。 
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